
③
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ

ば
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

④
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
が
必
要
な
時
代
と
考
え
て
い
る
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
10
月

1
日
現
在
の
、
旧
定
義
に
よ
る
小
平

市
の
待
機
児
童
数
は
。

②
今
後
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
検
討
懇
談
会
の
内
容
は
。

③
来
年
度
に
向
け
て
の
待
機
児
童

解
消
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

①
実
質
的
待
機
児
童
138
人
に

市
の
認
定
保
育
室
等
の
利
用
者
65
人

を
加
え
た
旧
定
義
で
は
203
人
と
な
る
。

②
現
状
と
課
題
の
全
体
的
な
把
握

や
市
内
施
設
見
学
等
を
行
っ
て
い
る
。

③
現
在
の
待
機
児
童
数
や
入
園
申

し
込
み
状
況
等
を
慎
重
に
見
き
わ
め
、

現
在
の
各
施
設
で
対
応
可
能
な
工
夫

を
中
心
に
、
必
要
な
検
討
を
し
た
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
市
内

の
母
子
家
庭
の
実
態
と
状
況
は
。

②
子
育
て
の
た
め
の
短
期
支
援
等

の
現
状
と
、
今
後
の
支
援
対
策
は
。

③
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制

度
の
利
用
状
況
は
。
制
度
を
使
い
や

す
く
す
る
た
め
の
努
力
・
工
夫
は
。

④
厚
生
労
働
省
が
平
成
16
年
度
予

算
の
概
算
要
望
に
盛
り
込
ん
だ
母
子

家
庭
の
自
立
等
へ
の
認
識
は
。

⑤
母
子
家
庭
の
就
業
機
会
を
支
援

す
る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

①
児
童
育
成
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
る
母
子
家
庭
は
、
千
4
百
46

世
帯
で
年
々
増
加
し
て
い
る
。

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
等
を
実

施
し
て
お
り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
10
月
現
在
で
111
件
で
あ
る
。
市

報
へ
の
掲
載
等
P
R
に
努
め
て
い
く
。

④
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

⑤
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

③
特
に
若
者
の
安
定
雇
用
確
保
の

た
め
に
、
実
態
調
査
や
相
談
等
の
専

門
部
署
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
今
後
の
市
職
員
の
採
用
計
画
は
。

市
長

①
専
門
相
談
員
の
職
業
相
談

や
求
人
票
の
展
示
等
を
行
っ
て
い
る
。

②
一
部
企
業
で
は
新
規
採
用
の
予

定
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
景
気
動

向
等
も
あ
り
流
動
的
と
聞
い
て
い
る
。

③
現
在
の
組
織
体
制
の
適
切
な
部

署
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

④
行
政
需
要
に
即
し
た
適
正
配
置

を
検
討
し
、
毎
年
度
計
画
し
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
内

の
小
・
中
学
校
の
授
業
等
に
お
け
る

C
A
P
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

②
子
ど
も
に
は
問
題
を
解
決
す
る

力
が
あ
る
と
信
じ
、
そ
の
力
を
引
き

出
す
と
い
う
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
考

え
方
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

③
学
校
現
場
で
C
A
P
を
授
業
の

一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
希
望

す
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

①
小
学
校
10
校
の
P
T
A

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
雑
木

林
等
の
維
持
施
策
の
現
状
と
課
題
は
。

②
農
業
生
産
振
興
施
策
の
状
況
は
。

③
農
業
の
担
い
手
の
確
保
、
育
成

の
た
め
の
研
修
等
の
支
援
制
度
は
。

④
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
堅
持

を
図
る
た
め
の
市
の
取
り
組
み
は
。

⑤
地
域
住
民
に
対
す
る
都
市
農
業

へ
の
理
解
を
図
る
取
り
組
み
支
援
は
。

⑥
援
農
等
へ
の
支
援
状
況
は
。

⑦
災
害
時
の
農
地
の
使
用
協
定
等

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
長

①
固
定
資
産
税
の
減
免
等
を

実
施
し
て
保
存
に
努
め
て
い
る
。

②
都
の
活
力
あ
る
農
業
経
営
育
成

事
業
の
積
極
的
導
入
等
を
し
て
い
る
。

③
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
等

と
連
携
し
支
援
し
て
い
る
。

④
可
能
な
も
の
は
要
望
し
た
い
。

⑤
産
業
ま
つ
り
の
支
援
等
で
市
民

と
農
業
の
触
れ
合
い
を
図
っ
て
い
る
。

⑥
農
協
を
通
じ
て
、
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
っ
て
き
た
。

⑦
農
協
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
こ
だ

い
ら
就
職
情
報
室
の
事
業
内
容
は
。

②
市
内
企
業
の
雇
用
確
保
の
可
能

性
と
展
望
を
ど
う
つ
か
ん
で
い
る
か
。

活
動
等
に
取
り
入
れ
た
実
績
が
あ
る
。

中
学
校
で
の
導
入
は
な
い
。

②
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
の
中
で
、

問
題
を
解
決
し
、
乗
り
越
え
て
い
く

力
を
引
き
出
し
、
育
て
て
い
く
こ
と

と
と
ら
え
て
い
る
。

③
導
入
し
て
い
く
予
定
は
な
い
。

※
C
A
P
と
は

子
ど
も
た
ち
が
、
い
じ
め
、
誘
拐

な
ど
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
暴
力
か
ら
自

分
を
守
る
方
法
を
学
ぶ
参
加
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
こ
と
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

若
い
世

代
を
対
象
に
し
た
起
業
家
教
育
の
重

要
性
が
、
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
自
律
的

な
能
力
な
ど
、
ま
さ
に
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
む
た
め
の
教
育
で
あ
る
。

①
起
業
家
教
育
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
学
校
教
育
に
積
極
的
に
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

①
経
済
活
動
を
素
材
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
創
造
性
等
を
育

成
す
る
教
育
活
動
と
と
ら
え
る
な
ら

ば
、
意
義
は
大
変
大
き
い
と
考
え
る
。

②
こ
れ
ま
で
も
小
・
中
学
校
で
起

業
家
教
育
に
か
か
わ
る
活
動
は
し
て

き
た
が
、
今
後
は
、
生
き
る
力
を
高

め
る
一
つ
の
学
習
課
題
と
と
ら
え
、

先
進
地
域
の
情
報
を
各
学
校
に
提
供

す
る
な
ど
支
援
し
て
い
き
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
顧

問
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
廃
部
と
な

っ
た
ケ
ー
ス
は
何
件
か
。
認
識
は
。

②
教
員
の
異
動
に
当
た
り
、
部
活

動
も
考
慮
す
べ
き
と
思
う
が
実
態
は
。

③
年
度
途
中
に
顧
問
を
や
め
ざ
る

を
得
な
い
場
合
に
、
教
育
委
員
会
が

別
の
顧
問
を
探
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

④
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
費
補
助
金
が

1
時
間
当
た
り
200
円
で
あ
る
の
を
改

②
窮
屈
な
日
程
を
と
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
関
係
者
に
と
っ
て
無

理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

③
子
ど
も
、
先
生
が
落
ち
つ
か
な

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
保
護
者

の
緊
張
感
も
薄
れ
、
わ
が
ま
ま
に
な

り
は
し
な
い
か
。

④
表
面
的
な
授
業
で
、
し
つ
け
教

育
等
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
①
よ
い
点
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
連
携
・
協
力
が
進

む
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
反
省
点
、
改

善
点
は
、
受
付
や
巡
回
の
体
制
の
整

備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

②
窮
屈
な
日
程
や
過
重
な
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

③
集
中
し
て
授
業
に
取
り
組
む
意

欲
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
参
観
の

際
に
は
私
語
や
撮
影
等
は
遠
慮
し
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

④
各
学
校
が
今
後
も
適
切
に
指
導

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

声
が
市
に
届
い
て
い
る
と
思
う
が
、

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長
　
用
水
路
の
占
用
料
は
、
利
用

の
適
正
化
と
公
平
な
負
担
を
原
則
に
、

都
管
理
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
減
免

制
度
を
取
り
入
れ
、
市
民
の
理
解
を

お
願
い
し
て
い
る
。
市
民
の
意
見
と

し
て
は
、
用
水
路
の
敷
地
は
先
祖
が

負
担
し
た
も
の
だ
か
ら
占
用
料
を
払

う
の
は
納
得
で
き
な
い
、
不
特
定
多

数
の
人
が
通
行
す
る
橋
や
幅
2

未

満
の
橋
は
免
除
さ
れ
る
が
、
す
べ
て

の
橋
に
減
額
等
の
配
慮
を
す
べ
き
で

あ
る
等
が
あ
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
上

水
本
町
の
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
つ
く
る
の
か
。

②
武
蔵
野
市
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
事

業
の
課
題
等
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
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立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
花
小

金
井
南
児
童
館
で
の
課
題
は
。
次
の

児
童
館
建
設
に
反
映
す
べ
き
点
は
。

②
市
民
の
声
を
ど
う
生
か
す
か
。

建
設
に
関
す
る
具
体
的
な
考
え
は
。

③
ニ
ー
ズ
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

④
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
建
設
概
要
は
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
の
た
め
の
工

夫
は
。

市
長

①
利
用
ス
ペ
ー
ス
に
制
限
が

あ
る
。
小
・
中
学
生
と
乳
幼
児
が

別
々
に
遊
べ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

②
反
映
さ
せ
て
い
く
。
地
域
セ
ン

タ
ー
併
設
の
児
童
館
を
考
え
て
い
る
。

③
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
し
て
の
期
待
が
大
き
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

④
現
在
作
成
中
で
あ
る
当
地
区
の

区
画
整
理
事
業
計
画
案
の
中
で
、
位

置
等
を
示
し
て
い
き
た
い
。

⑤
地
域
に
根
差
し
た
児
童
館
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
民
間

の
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
民
間
事
業
者
か
ら
の
参
加
の
問

い
合
わ
せ
は
来
て
い
る
か
。

③
企
業
、
N
P
O
等
も
含
め
、
補

助
事
業
と
し
て
の
事
業
化
に
つ
い
て

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

④
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
民
間

活
力
の
活
用
か
ら
も
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
公
営
と
は
違
っ
た
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
と
考
え
る
。

②
幾
つ
か
の
民
間
事
業
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

め
、
顧
問
に
正
当
な
報
酬
で
評
価
を

あ
ら
わ
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

①
平
成
15
年
度
は
8
件
で
、

顧
問
の
引
き
継
ぎ
に
よ
る
部
活
動
の

継
続
を
考
え
て
い
る
が
、
や
む
を
得

ず
廃
部
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

②
部
活
動
も
考
慮
す
べ
き
要
素
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

③
年
度
途
中
の
欠
員
の
後
任
顧
問

教
員
は
、
各
学
校
の
対
応
と
な
る
。

④
教
員
の
労
働
へ
の
対
価
で
は
な

く
円
滑
な
部
活
動
を
目
的
と
す
る
補

助
金
で
、
妥
当
な
額
と
考
え
て
い
る
。

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
内

中
学
校
へ
の
通
学
で
一
番
距
離
の
あ

る
例
は
何
　
で
、
ど
の
中
学
、
地
域

か
。②

部
活
等
で
一
番
遅
く
下
校
す
る

生
徒
は
、
何
時
帰
宅
と
な
る
か
。

③
生
徒
が
通
学
途
上
で
安
心
し
て

歩
け
な
か
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

④
条
件
に
よ
っ
て
は
生
徒
や
保
護

者
の
希
望
で
、
自
転
車
通
学
を
許
可

し
て
も
よ
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
①
約
2
千
8
百
　
で
、
六

中
に
お
け
る
花
小
金
井
三
丁
目
か
ら

の
通
学
で
あ
る
。

②
一
部
の
部
活
動
で
は
午
後
8
時

ま
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
午

後
8
時
30
分
頃
で
あ
る
。

③
平
成
14
年
度
に
、
通
学
途
上
で

不
審
者
に
遭
遇
し
た
事
例
が
2
件
報

告
さ
れ
て
い
る
。

④
特
別
な
事
情
で
自
転
車
通
学
を

す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
校
長

が
判
断
し
た
場
合
を
除
き
、
徒
歩
通

学
を
指
導
し
て
い
き
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
学

校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
と

献
立
作
成
委
員
会
は
、
十
分
に
機
能

し
て
い
る
か
。

②
子
ど
も
の
意
見
の
吸
い
上
げ
を

積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

③
食
器
を
瀬
戸
物
な
ど
の
天
然
素

材
に
し
て
ほ
し
い
が
改
善
計
画
は
。

④
地
産
地
消
が
望
ま
し
い
が
現
状

と
今
後
の
方
向
は
ど
う
か
。

教
育
長

①
そ
れ
ぞ
れ
十
分
に
役
目

を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
、
栄
養
士

等
が
毎
月
2
校
を
訪
問
し
、
直
接
生

徒
の
意
見
等
を
聞
い
て
い
る
。

③
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

④
平
成
14
年
度
で
野
菜
購
入
額
全

体
の
2
・
6
％
の
納
入
が
あ
り
、
可

能
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
ふ
や
し
た
い
。

高
橋
三
男
議
員
（
フ
ォ
）

①
学
校

公
開
を
始
め
て
か
ら
の
よ
い
点
は
何

か
。
反
省
点
、
改
善
点
は
あ
る
か
。

島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）

用
水
路

の
市
へ
の
譲
与
は
、
平
成
16
年
度
末

に
は
完
了
す
る
予
定
と
理
解
し
て
い

る
。
現
在
市
内
の
3
分
の
2
程
度
の

譲
与
が
完
了
し
、
市
の
用
水
路
条
例

で
管
理
し
て
い
る
用
水
路
の
占
用
料

に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

③
全
小
学
校
と
地
域
の
公
園
に
ビ

オ
ト
ー
プ
を
つ
く
り
、
自
然
の
復
活

を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

④
自
然
復
活
へ
の
地
域
社
会
の
効

果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
①
用
水
を
活
用
し
た
公
園
を

想
定
し
て
お
り
、
整
備
に
当
た
り
検

討
会
を
開
催
し
協
議
し
て
い
く
。

②
行
政
と
地
域
や
児
童
と
の
協
働

に
よ
り
設
置
や
管
理
が
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
的
な
活
用
や
維
持
管

理
が
課
題
と
受
け
と
め
て
い
る
。

③
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

④
自
然
体
験
、
環
境
教
育
の
場
等

と
し
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
栄
光

橋
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し

て
い
る
か
。
問
題
点
は
何
か
。

②
栄
光
橋
が
土
木
遺
産
、
水
路
の

保
全
、
景
観
上
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
調
査
を
し
て
い
る
か
。

③
ほ
か
の
橋
に
か
け
か
え
る
よ
う

関
係
団
体
に
働
き
か
け
ら
れ
な
い
か
。

市
長
　
①
創
価
学
園
が
児
童
・
生
徒

の
安
全
な
移
動
の
た
め
、
玉
川
上
水

及
び
車
道
と
立
体
交
差
す
る
安
全
な

橋
と
し
て
設
置
し
た
と
思
わ
れ
、
特

に
問
題
は
な
い
。

②
調
査
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

③
関
係
団
体
に
働
き
か
け
を
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一般質問

▲

ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
予
定
地

（
上
水
本
町
二
丁
目
）

▼

鈴
木
用
水
（
鈴
木
町
一
丁
目
）

▼

保
育
園
入
園
申
し
込
み
の
受
け

付
け

小
川
町
一
丁
目
西
部
地
区
に

児
童
館
の
早
期
建
設
を

保
育
園
待
機
児
童

ゼ
ロ
ゼ
ロ
作
戦
の
そ
の
後

民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の

事
業
の
積
極
的
推
進
を

母
子
家
庭
の
支
援
を

総
合
的
に
進
め
た
い

農
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市

民

・

若

者

の

雇
用
拡
大
の
た
め
に

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止

（
C
A
P
）
の
取
り
組
み
を

起
業
家
教
育
導
入

中
学
校
の
部
活
動
へ
の

支

援

強

化

を

中
学
生
の
自
転
車
通
学
は

条

件

つ

き

許

可

に

中
学
校
給
食
の
改
善

学
校
公
開
週
間
5
日
間
は

長
い
の
で
は
な
い
か

譲

与

後

の

用
水
路
の
占
用
料

小
平
市
ビ
オ
ト
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
提
言

栄
光
橋
を
だ
れ
も
が
使
え
る

橋

に

か

け

か

え

を

※

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー
ト
ル


